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1 過剰決定と はな にか
1 ・1 そ の概念の成立




2-2 問題は ど こ にあ る のか
2-3 構造的因果性と は何か
2-4 完全決定か ら過小決定へ









引き出すまでにははるかにいたらな L 、。 [Althusser 1969, p.141J
マルクスは歴史の大陸を発見した・・・。だがその大陸にわれわれは上陸しているのだろうか。
われわれはその歴史の大陸を新たな「科学的認識」をいったいどのように受け取るべきな















































































に代えて， I過剰決定」 と い う よ り ニ ュ ー ト ラ ルな訳語を採用す る理由で も あ る 。 わ れわれ は ，
それゆえ，次のように問いかけたい。つまり，この概念が表現しているのはいかなるタイプの
決定なのか，と。









つねに「過剰決定あるいは過小決定 la surdeterminationoulasous-determinaitonJ (例え













なるべく単純に話を進めよう。松野孝一郎 [Matsuno 1989J は 同形写像に よ る 完全な記




(2)初期状態と ， 運動を司 ど る規則 と が， 独立に決定で き る (境界条件 と 拘束条件 と の完全分
離) 11)。 た と えばニ ュ ー ト ン力学の運動方程式にお いて は ， 物体の質量 と 加速度が与え ら れ た




par ・b ius (その他の条件が等しいならば )Jは，まさにこのことを指している O経済学はもとも
と市場の理論として成立した。市場はさまざまな政治的情念を調整しそれらを価値として表
現する。このとき万民の万民にたいする闘争は社会体を破壊する全面的な無秩序をもたらす
どころか，平和ないしは調和の条件となるだろう [Rosanvall on 1979J 。 市場の こ う し た機能
を表現するものとしてワルラスらによって採用されたのがいま述べたような同時決定体系に

















































































































Ie 同質的) 連続性」 と 「同時代性」 と 規定 し てい る O 規定的であ る の は後者 ， I同時代性」 で




いて，諸要素はたがいに同時代的である o [Althusser1996, p.276J



































展J ， つ ま り 「歴史的時間」 の概念、を消去す る こ と 。 つ ま り すべてが無時間的な地平の な か










ともほとんど語ってはいな L 、。 [Hobsbawm 1966, p.6J
というとき，彼が感じている不満はおそらくこの点にかわっている。確かに，この書物は
「歴史や経済」に何かを言おうとするそぶりを見せながらも，実際には「ほとんど語ってはい



















































































































































































































のである。つまり未来の状態の予測にたいしては排中律は成立しなし) 24)。 未来を一義的 に決
定できない，分岐を持った系として対象を記述するということである。(というより記述それ
自体がその系を構成する。) I過小決定」 と は こ の一般的な表現なのであ る O た だ し一言注意
しておけば，この「分岐」とは，自由意志による選択が可能な分岐ではない。選択が可能であ
るのは，選択を行う主体が対象の外部にあって，それをコントロールできる場合である。この






































































































































































ることなのである。 [20， Dec , 1996J
注
1)たとえば G .A.コーエンは『マルクスのために』の与えた社会的影響については一定の評価を
与えつつも， r資本論を読む」 を 「決定的に暖昧であ る 」 と評 してい る [Cohen 1978J 。 近年で も
C. ム フ とE. ラ ク ラ ウ は と り わ け後者の 「構造的因果性」 の概念を経済決定論と い う 「本質主義」
への譲歩であるとして批判している [Lacl au &Mouffe1985J 。
2) そ の意味では ， 確か に彼は 「西欧マ ル ク ス 主義」 の系譜に連な る こ と に な る 。[Jay 1984J
[Balibar1991J
3) こ の点につ いて例外と いえ る の は ラ ク ラ ウ と ム フ であ る 。 彼 ら の立論につ いて は ， 必ず し も 賛成
できな~，。しかし少なくとも，そこには「分析 Jの試みは存在する。
4) こ の概念 (過剰決定， 重層的決定， 多元決定) は精神分析において ， 二通 り に解釈さ れて き た 。
まず(l)無意識の形成物はいくつもの原因によって生成されただひとつの原因によっては十分に説
明されない，ということ。そして (2)この無意識を形作る様々な要素は，解釈の水準のとり方によっ
て，一貫した意味を持つ複数の系列に組織することができるということ。 [Lap lanche &Pontalis
pp.308-10J






の存在についての理論的表現だったのです。 J [Althusser1993, p.205J
この章句はまるでアルチュセール自身の取り組みについて語っているかのようである。
6) 例えば， (ある体の上の)線形空間 Vから Wへの写像を考えたときに， dimV<dimW と
なっている場合を思い描けばいし '0 (連立一次方程式で書けば f= Auここで Aは i X j行列で， f , u
はベクト lレ。ただし i>j o )





8) こ の こ と は最近にな っ てよ う や く 指摘さ れ る よ う に な っ てい る 。 た と えば[Balibar 1996J
9) 普通， 写像 と いえば一対ーを指すため に ， こ の一対一写像と い う 表現は き わめて異例な表現で あ
る。その含意は「一対ーでない写像 J，松野が言うところの「一対多の写像」と対立させるためで
ある。





むことはない。J [Matsuno1989, p.12J こ の場合， 要す る に運動方程式が未知数と う ま く 対応 し
て，解が一意に定まっているということである。
11) I一対一型写像の運動法則は ， ・ ・ ・ 運動に関る すべての 自 由度につ いて各々 での境界条件が完全
に，かっ一切のあいまいさを含むことなく指定されているときに限って正当に機能する。 J [ibid ,
p.12J ただ し実際は ア ボガ ド ロ数程度の要素が存在す る場合 (熱力学) ，完全同定は不可能であり，
集団における統計平均や偏差でもって，個々の境界条件の完全な制御にかえている。





ない。 J [ibid , p.4J
13) こ の こ と を明 らかに し ， 実際に (生物学の分野で) 理論化を試みた こ と が， 松野の最大の貢献で
ある。















こで可能であり，また必然でもある。 J [ibid , pp.278-9J
16) 未来 も過去 も 同 じ現在と い う 平面の中に回収さ れ ， 意味づけ ら れ る 。 未来につ いての認識 ， 不確
かなものについての認識すなわち「政治 Jはこの体系の中では場所を持たなし、。それゆえ政治は
「最終審においては J哲学，まさに「切断」を可能にする絶対的主体の側に回収されるだろう。
17) そ し てその難点を解決する ために時間地平を拡大 し ， 一度 き り の市場と い う 永遠の時間を導入す
ることによって貨幣そのものが不必要になるというパラドックスは貨幣の梼殊な性質を示唆する。
これらの点にかんして，詳しくは[塩沢 1983Jを参照せよ。
18) じ っ さ い経済学 も こ の よ う な 「場」 の メ カ ニ ズム その も のに は ， 無関心であ っ た。 一般に経済学
では，ある財が北海道にあろうと，沖縄にあろうと，その理論の内部においては取りたてて区別は
されない。





を彼は明らかにしている。(詳しくは[塩沢 1990， pp.181-8J を参照)
20) ど ち ら も不動点定理のモ デ、ルであ る 。 [森1976 ， p.58J を参照せよ 。 ち なみに (新古典派) 理論
に厳密に忠実であろうとすれば，バブルは権利上存在しない。それが存在したとすれば，現実が間
違っているのである。










23) そ こ か ら論理的一貫 し た記述を行 う こ と も不可能ではな い。 例えば [竹内1982J の直観主義の理
解を参照。それはきわめてわかりやすいイメージをわれわれに与えてくれる。






26) あ る い は カ ヴ ァ イ エ ス (J . Cavailles) の諸論文が影響を与え た のか も し れな ~ ) o ち な み に カ
ヴァイエスは『資本論を読む」の中で，カンギレームフーコーと並んでいささか唐突に言及され
ている。
27) r資本論を読む』 につ いて主題的に扱 っ た も の は彼の イ デオ ロ ギー論を扱 っ た も の と比べ る と そ
れほど多くはない。これについては[阪上 1972J (とりわけ(1))を参照せよ。
28) 注意すべ き は ， ア ルチ ュ セ ー ルがeffet と い う と き ， (日本語でいえば)結果という原因を想起さ
せてしまう訳語よりむしろ効果というそれ自体が構造の一部であることを含意する訳語において
理解するべきだろう。構造的因果性とは，まさに過程と運動を描きだす概念であるのだから。
29) と り わ け後者は ， 共著者 と も いえ る パ リ バー ルのそれ と も異な っ てい る 。
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